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経営ビジネス学科

難しい経営に関連する原書を、グループで協力しながら辞書を片手に翻訳を進めた。予定していた内容を授業内
で全て熟しており、達成度は高いと言える。

選択

河　知延

・各専門領域に関する基本的な外国語の文献資料（単行図書、雑誌など）について理解する。
・外国語の文献を、少なくとも辞書を片手に読むことが出来るようになる。
・講読した文献の内容について、説明できるようになる。

第1回　導入講義　授業の進め方と概要の説明、成績評価法、クラス分け
第2回～第15回　外書の講読
　　　　　　　　グループ毎に毎回の文章を翻訳し発表する。
　　　　　　　　正しく理解しているか、解説を聞きながら相互評価を行う。

実技

難しい原書であったにも関わらず、楽しく翻訳をすることができた。来年度においても最新の米国での経営事例が
分かるような箇所を翻訳させ、理解を促す予定である。

アンケートには楽しかったとのコメントがあった。内容が難しくても少人数で工夫をすると楽しく学べることが分かっ
た。アンケートはすべての項目で平均を上回っていたことから、少人数で学生とのコミュニケーションを取りながら
の授業が重要であることが分かった。

2016年度 後期 リフレクションペーパー

英語が上手が学生とそうでない学生の差が激しく、グループを組んだ時に貢献度が異なっていた。また、分担を学
生に任せたら優秀な学生が一人で殆どこなし、暇そうにしている学生もいた。今後は分担方法も工夫が必要で、ク
ラス分けの際に英語の学力差が出ないような方法を検討する必要がある。

外書講読（A）

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 


